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生生体体脳脳のの生生後後発発達達をを模模ししたた人人工工知知能能モモデデルルのの開開発発とと，，人人のの知知覚覚特特性性ととのの類類似似性性のの検検証証  
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〔研究の概要〕 

 人の視覚システムでは，視覚特徴ごとに異なる経路で分散処理されることや，階層的に特徴抽出されることが知

られている．深層学習モデルは大脳視覚システムと類似した階層構造をしており，生体と同程度以上の物体識別

能力を獲得している．生後発達により段階的に視覚機能を獲得していく大脳視覚システムの発達過程が深層学習

モデルでも再現できる可能性がある． 

 そこで本研究では，生体が生後発達過程で見る視覚像を画像で再現し，DCNN モデルを学習させることで，より

生体脳の特性を再現した深層学習モデルを開発することを目的とした．生後発達過程で視覚的なバイアスをかけ

ると，神経細胞の特性にもバイアスがかかることが知られていることから，まず画像方位が偏ったデータセットを用い

てモデルの学習を行い，モデルが生体脳の視覚システムを再現するかを検証した．  

 

〔研究経過および成果〕 

本研究では，視覚システムの生後発達過程を模

した深層学習モデルを作成し，その内部情報表現

の検証を行うために，まず画像データセットの作

成を行った．生後発達過程の生理学研究では，視

覚特徴にバイアスをかけて育てると，内部情報表

現にも偏りが表れる現象が報告されている．まず

その現象を深層学習モデルでも再現できるか検証

した． 

画像データセットは，自然画像データセットで

ある ImageNet2012の 120万枚を用い，画像変換

処理することで作成した．まず各画像を周波数変

換し，周波数空間で縦方位バイアスを与えたうえ

で逆フーリエ変換により画像再構成し，方位バイ

アス画像の作成を行った（図１）． 

学習させたモデルの内部ユニットの応答を特徴マッ

プから取得し，正弦波グレーティング刺激に対する応

答を網羅的に計測した．応答が最も高かった刺激方

位をそのユニットの最適方位とし，各層での最適方位

の分布を集団解析により調べたところ，方位バイアス

モデルでは 90 度に対して応答するユニットの割合が
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多く観察された（図２）．方位バイアスをかけない自然

画像で学習させたモデル（Normalモデル）ではそのよ

うな傾向はみられなかったことから，方位バイアスによ

る学習によって，モデル内部ユニットの方位選択性の

分布に偏りが表れたと考えられる． 

さらに，各内部ユニットの受容野構造を逆相関法に

より調べた結果，縦方位に選択性を示したユニットは

縦方向に伸びた形状をしていたのに対し，横方位が

最適であったユニットではそのような傾向が見られな

かった（図３）．この傾向は，既に生体脳で指名されて

いる結果と類似した傾向であることから，方位バイアス

刺激により学習させた深層学習モデルは，生体脳の

発達過程をある程度再現している可能性が示された． 

今後，生後発達過程の段階ごとの画像を生成し，

モデルに学習させることで生体の発達過程を再現す

るモデルを作成する．生後発達過程で個々の神経細

胞レベルでどのような経時的変化が起こっているのか

を，モデル内部ユニットの機能解析によって明らかに

していく． 
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